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留意事項では、本岩盤の特性とし
て、地下深部（300ｍ以深）の情
報が得られていないとしつつ、新
第三紀堆積岩に匹敵する強度であ
り、不均質な力学特性を示すこと
が示されている。このことは仮に
概要調査でボーリング調査などを
しても、不均質な岩盤の空間的な
広がりは把握できず、結果として
最終処分地としての適否の判断が
最後まで困難であることを示して
いる。このような不均質で脆弱な
岩盤は候補地から除くべきである。


